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執筆者(敬称略) 

本書ではこんな情報を掲載しています 

※第一著者のみ掲載 

◎4～5Vの高電圧に対応するには？ 容量、サイクル特性を高めるための技術を徹底解説！ 

 温度状態、健全状態を推定するには？ シミュレーション、マネジメント技術を詳解！ 
新刊書籍 
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ぜひご試読ください 
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高容量化と劣化抑制技術 

◆車載用電池の技術開発動向◆ 

 ・世界の電動化、ＥＶの将来動向、車載用電池の開発動向   ・電池、電池部材、電池材料の開発、市場動向と将来展望 

 ・着脱式、交換式バッテリーの技術動向      ・電池状態、健全度の推定技術、発熱、膨張変形に対するマネジメント技術 

 

◆車載用電池に向けた正極、負極材料の開発動向◆ 

 ・シリコン系負極の膨張抑制、劣化抑制技術、充放電特性の改善  ・金属負極の金属析出、溶解への対応、サイクル劣化への対策 

 ・コバルト、ニッケルを使用しない高エネルギー低コストな正極の開発動向 ・高エネルギー密度でサイクル特性に優れた鉄系コンポジット正極材料の開発 

 

◆ポストリチウムイオン電池の開発動向◆ 

 ・全固体電池の界面抵抗の低減    ・リチウム-硫黄電池の長寿命化に向けたアプローチ  ・金属-空気電池の繰り返し特性の向上 

 ・カルシウムイオン二次電池のイオン拡散性の向上 ・カリウムイオン二次電池の高エネルギー密度化   ・ナトリウムイオン二次電池の高容量化 
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第1章 ＥＶ・車載電池の開発動向 
第1節 世界における電動化と車載電池産業の現状および展望 
第2節 グローバルEVおよびバッテリー市場動向 
第3節 新エネルギー車の将来動向 
第4節 着脱・可搬可能なマルチ機能電源の提案と直流連系に向けた展望 
第5節 リチウムイオン二次電池の現状と今後の展望 
第6節 車載用リチウムイオン二次電池の動向と将来展望 
第7節 二次電池材料の市場動向と今後の展開 
第8節 リチウムイオン電池部材市場の現状と将来展望 
第9節 着脱式、交換式バッテリーの技術動向 
第10節 バッテリー交換式EV開発及び再エネ活用の組み合わせによる 

セクターカップリング実証事業 
 

第2章 車載電池に向けた全固体電池の開発 
第1節 高エネルギー密度全固体リチウム電池につながる 

固体電解質材料の開発 
第2節 硫化物型固体電解質を用いた全固体 電池の開発動向 
第3節 酸化物固体電解質の界面構造と界面抵抗低減 
第4節 酸化物系固体電解質の開発 
第5節 柔粘性イオン結晶を用いた高イオン伝導性固体電解質の開発 
 

第3章 車載電池に向けた新規電解質の開発 
第1節 アニオン性高分子塩を電解質に用いた二次電池の開発 
第2節 ５員環カーボナート基を持つ 

リチウムイオン電池用高分子電解質の開発 
第3節 LiFSIを用いたリチウムイオン電池の特性および応用  
第4節 二酸化炭素を原料とするイオン伝導性高分子材料 
 

第4章 車載電池に向けたポストリチウムイオン電池の開発 
第1節 金属-空気二次電池の現状、課題と 

繰り返し特性向上に向けたアプローチ 
第2節 リチウム-硫黄二次電池の現状と超軽量化への挑戦 
第3節 ポリマー系固体電解質を用いた固体型リチウム-硫黄二次電池開発 
第4節 有機系材料のナトリウム電池特性 
第5節 水系ナトリウムイオン電池の研究開発動向と展望 
第6節 ナトリウムの安全な電池利用を可能にする 

スピネル型ナトリウムチタン酸化物の開発 
第7節 マグネシウム二次電池の開発、現状と課題 
第8節 カリウムイオン二次電池用高電圧正極材料の研究開発 
第9節 水素化物系電解液を用いたカルシウム蓄電池の開発 
 

第5章 車載電池に向けた負極材料の開発 
第1節 ナノ多孔シリコンの適用による全固体電池の高容量化と長寿命化 
第2節 次世代電池負極材料を指向した 

溶液プレドープ法によるLi合金化Si負極の開発 

第3節 表面被膜制御による鱗片状シリコン負極のサイクル寿命特性向上 
第4節 非晶性炭素被覆Si系負極を用いた劣化抑制効果 
第5節 導電性カーボンで被覆したSiO-C負極の全固体電池特性 
第6節 ケイ素を用いた負極用バインダーの最適選択による 

充放電特性改善に向けたアプローチ 
第7節 グラフェンライクグラファイトのリチウムイオン電池負極応用 
第8節 リチウム金属負極全固体電池への 

ショットピーニングによる高速充電化 
第9節 金属アルミニウムを負極に用いた二次電池の開発 
第10節 負極バインダーの技術動向 
第11節 X線吸収微細構造(XAFS)を用いた反応解析 
 

第6章 車載電池に向けた正極材料の開発 
第1節 高容量鉄及びニッケル置換Li2MnO3の合成と評価 
第2節 逆蛍石型リチウム鉄酸化物を利用した高容量正極の開発 
第3節 LiF過剰添加したナノコンポジット正極の開発 
第4節 ナノ界面含有固体複合電極内の界面安定性とイオン輸送 
第5節 電池材料表面加工とその計測・評価・シミュレーション技術 
 

第7章 バッテリーマネジメント、状態推定技術と安全設計 
第1節 車載用電池のバッテリマネジメントシステムと電池状態推定技術 
第2節 稼働データによる車載電池の健全度推定手法 
第3節 リチウムイオン電池の熱シミュレーションと発熱挙動評価 
第4節 車載用リチウムイオン電池の充放電による 

膨張量の計測と変形予測モデルの開発 
第5節 FRTPへの遮燃性付与と車載電池周辺部材への応用 
 

第8章 EVバッテリーケースの軽量化とその接合技術 
 

第9章 車載電池のリサイクル・リユース技術 
第1節 リチウムイオン電池リサイクルの現状と課題 
第2節 車載リチウムイオン電池のリマニュファクチャリング 
第3節 電池資源回収に関する国内外の法制度状況 
 

第10章 車載電池の充電、給電技術 
第1節 急速充電の課題と未来 
第2節 国際・国内におけるワイヤレス給電の標準化・制度化動向 
第3節 ワイヤレス電力伝送システムの漏えい磁界抑制手法 
 

第11章 車載電池の利用効率の向上技術 
第1節 車載用太陽電池の技術開発動向 
第2節 自動車の排熱回収に向けた熱電発電技術 
第3節 磁歪材料を利用した振動発電ユニットの開発 
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